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研究テーマ（発表タイトル） 

名古屋ブランディング ～伏見ブランディング～ 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

名古屋市の、訪日外国人の現状、それに対する取り組みを調べた結果、ターゲットをしぼったブランディング活動が必要であること

が分かった。そこで、名古屋市伏見に注目した取り組みを提案し、名古屋市の訪日外国人増加につなげることを目的とする。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

現在日本は政府を中心に「観光立国」を目指している。訪日外国人数は年々増加しているものの、愛知県は主要都市に比べ、

未だ少ない状況だ。訪日外国人観光客に対する名古屋市のブランディング活動としては、「歴史」・「なごやめし」に加え、さらにア

ニメ・漫画・ゲームなどのポップカルチャーや 2020 年の東京オリンピックに向けたスポーツへの関心も高まっている状況である。しか

し、外国人訪問者の内訳を見てみると、愛知県は他県と比べ、観光目的よりもビジネス目的の訪日が圧倒的に多い。そこで、名

古屋市をさらに活性化させるためには、訪日ビジネスマンをターゲットに伏見に焦点をあてたブランディング活動が必要であると言え

る。 

３．研究テーマの課題 

今回の研究で最も大きな課題となるのは、名古屋市が外国人の訪日目的にマッチしたブランディングができていないことだと考える。

研究概要でも示したように、愛知県の訪日目的はビジネス目的が多いが、ビジネスマンをターゲットにしたブランディング案は数少

ない。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

名古屋市には訪日ビジネスマンをターゲットにしたブランディング案が少ないため、名古屋市のビジネス街である「伏見」に焦点をあ

てたブランディング案を提案する。提案としては仕事終わりや空いた時間に気軽に利用できる伏見周辺の観光マップを作成し、ビ

ジネスマンをターゲットにして今後の観光客を呼び込もうと策を立てる。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

【アンケート】 

◼ アンケート概要： 名古屋・名古屋伏見について 

◼ 対象： 外国人 

◼ 期間： 2019/8/12(日),9/1(日),9/15(日) 



◼ 人数： 133 人 

◼ 場所： 名古屋駅・名古屋城・熱田神宮 

◼ 方法: 街頭インタビュー 

◼ アンケート項目：名古屋で一番満足したところ(複数回答あり) 

【ヒアリング】 

① 実施日 ： 2019/10/16(水) 

時間帯 ： AM 10:00-11:30 

対応者 ： 大崎様・中村様   

職位   ： 名古屋市 観光文化交流局 観光交流部 観光推進室 主査・観光係 

     インタビュー目的：名古屋ブランディングの活動について 

インタビュー項目：名古屋市ブランディングの状況 ・伏見の魅力について・伏見を観光資源として活用しているのか 

②実施日：2019/11/06(水) 

時間帯: 10:00-11:00 

対応者: 野村様 

職位  ：名古屋市 観光文化交流局 観光交流部 観光推進室 インバウンド係 

インタビュー目的：提案に対する意見 

インタビュー項目：作成したコースの提案・どこで発信すればよいか 

６．結果や今後の取り組み 

アンケート・ヒアリングの結果から、伏見はビジネス街であり、ホテルが多いため、訪日ビジネスマンの集客を狙える最適な立地であ

ることが分かった。そこで、今後の展望として、伏見周辺のホテルと連携してマップの設置を行い、観光情報を提案していく。 
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【企画シート作成上の注意】 ※「第 10 回 西日本インカレ（合同研究会）大会参加要項」も合わせてご確認のうえ、企画シートの作成を行ってください。 
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